
 

  

  

  

公表：  2024 年 2 月 15 日                                事業所名 こどもサポート教室「きらり」新河岸校  

  
チェック項目  はい いいえ 工夫している点  

課題や改善すべき点を踏まえ

た改善内容又は改善目標  

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適

切である  
〇  

パーテーション等で児童に

合わせたブース内の環境

設定を整える。 

相談室等プライバシーへの配慮

を行う必要がある。 

②  職員の配置数は適切である   〇 

最低人員は確保してお

り、他校舎からもヘルプが

来ている。 

職員数の確保を行い、安全面

を強化したい。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環

境になっている。また、障害の特性に応じ、事業所

の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配

慮が適切になされている  

 〇 

入口用の臨時スロープを

製作し、児童が安全に

入室できるようにしてい

る。 

・パーテーションやホワイトボード

で仕切っているが、分かりやすい

とは言い難いため改善したい。 

・玄関口の段差が事故の原因

となり得るため改善したい。ま

た、職員数が不足しているため

適切な状況とは言えず改善し

たい。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境にな

っている。また、子ども達の活動に合わせた空間と

なっている  

 〇 

毎日清掃し、共有スペー

スは、支援終了毎に消

毒している。 

支援スペースは心地良い環境

にと努力しているが、トイレの暗

さや壁紙などは清潔感に欠け

る。建物の老朽化による影響が

大きいが、改善したい。 

業

務

改

善 

⑤  
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設

定と振り返り）に、広く職員が参画している  
〇  

職員間で情報を共有し

振り返っている。 

より高い頻度で話し合をした

い。 

⑥  

保護者等向け評価表により、保護者等に対して

事業所の評価を実施するとともに、保護者等の意

向等を把握し、業務改善につなげている  

〇  
年一度保護者の方へ評

価をお願いしている。 

昨年より更に信頼を得られるよ

うに今後も業務改善に努める。 

⑦  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表

の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとと

もに、その結果による支援の質の評価及び改善の

内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し

ている  

〇  

結果をまとめ、事業所ホ

ームページへ掲載してい

る。 

公開していることを、事業所内

で広報し、広く皆様に見て頂け

るようにする。 

⑧  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務

改善につなげている  
 〇 

現在外部評価は行って

いない。 

今後必要な場合は外部評価

を行う。 

⑨  
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確

保している  
〇  

テーマ研修や事例検討

会が実施されている。 

研修の実施方法や内容の改

善を図りたい。 

適

切

な

⑩  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ

や課題を客観的に分析した上で、児童発達支援

計画を作成している  

〇  

職員間で話し合い、保

護者とのモニタリングを経

て作成している。 

支援計画に遅れが発生しない

よう徹底したい。 

児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表） 



 

  

支

援

の

提

供 

⑪  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化さ

れたアセスメントツールを使用している  
〇  

統一したツールを使用し

ている。 

職員全員で確認するようにして

いく。 

⑫  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラ

インの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発

達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されている  

〇  
適切な対応を心がけてい

る。 

適切な支援計画立案のために

は、日頃の情報共有が肝心で

あるため、今後も意識していく。 

 

⑬  児童発達支援計画に沿った支援が行われている  〇  

日々計画目標とお子様

の様子に合わせて支援を

行っている。 

支援計画更新時には、お子様

の様子、保護者のご意見を共

有しており、今後も継続する。 

⑭  活動プログラムの立案をチームで行っている  〇  

・指導員間で日々話し合

い、お子様に必要なことを

目標に立案している。 

・立案は個人単位で行っ

ているが、振り返りや共有

はチーム単位で行ってい

る。 

情報の共有は行っているが、プ

ログラムの立案は担当指導員

が毎回個人でしている。その共

有は毎回行っており、今後も継

続していく。 

⑮  活動プログラムが固定化しないよう工夫している  〇 

 

担当を 1 人に決めずに

様々な職員が関わり固

定化しないように工夫し

ている。 

支援記録を必ず確認し、少し

ずつステップアップできるようプロ

グラムに工夫を凝らす。 

⑯  

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適

宜組み合わせて児童発達支援計画を作成してい

る  

 〇 

基本個別支援のため、

季節ごとの集団活動以

外は実施していない。 

季節の集団活動においては、

普段保護者からお伺いしている

めあてを設定し実施する。 

⑰  

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その

日行われる支援の内容や役割分担について確認

している  

〇  

直接の連絡の他、クラウ

ドサービスを使い、確認し

ている。 

必要に応じて適宜行っているが

毎回ではないため、改善した

い。 

⑱  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その

日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等

を共有している  

 〇 

直接の連絡の他、クラウ

ドサービスを使い、確認し

ている。 

必要に応じて適宜行っているが

毎回ではないため、改善した

い。 

⑲  
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援

の検証・改善につなげている  
〇 

 

お子様の様子や支援内

容を具体的に記録し共

有している。 

支援記録を元に、次の担当指

導員と相談もしながら検証と改

善を徹底する。 

⑳  
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画

の見直しの必要性を判断している  
〇  

最低半年に 1 回モニタリ

ングを行い、計画の見直

しをしている。 

今後も必要に応じてモニタリング

を実施し、判断していく。 

関

係

機

関

や

㉑  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議に

その子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参

画している  

〇  

教室の状況によってでき

る限りふさわしい者が参

加できるよう努めている。 

誰が参加する場合にも、事前に

全職員での話し合いを徹底し

たい。 

㉒  
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関

係機関と連携した支援を行っている  
〇  

相談支援事象所との共

有は行っている。 

こちらからも積極的に連携を取

って行きたい。 



 

  

保

護

者

と

の

連

携 

㉓  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の

関係機関と連携した支援を行っている  

 〇 
（重症心身障害のある

子どもは対象外） 

必要に応じて準備及び対応を

していく。 

㉔  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を

整えている  

 〇 
（重症心身障害のある

子どもは対象外） 

必要に応じて準備及び対応を

していく。 

㉕  

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚

園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援

内容等の情報共有と相互理解を図っている  

〇 

 

必要に応じて行っている。

保育園等の情報につい

ては、保護者からの情報

が主となっている。 

現在は保護者からのご要望に

応じて図っているが、こちらが必

要と感じた方についても保護者

ご了承の上で積極的に行いた

い。 

㉖  

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理

解を図っている  

〇 

 

保護者からの要望があっ

た際に行っている。 

現在は保護者からのご要望に

応じて図っているが、こちらが必

要と感じた方についても保護者

ご了承の上で積極的に行いた

い。 

㉗  

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連

携し、助言や研修を受けている  

 〇 

担当者会議を実施する

ことがある。 

連携しているのは現在放デイの

他事業所のみ。こちらから働き

かけて児発についても関係を作

っていく。 

㉘  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会がある   
〇 

現在そのような機会は設

けていない。 

個別対応のため交流とまではい

かず、パンフレットの案内のみ。 

 

㉙  
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ど

も・子育て会議等へ積極的に参加している  
 〇 

現在そのような機会は設

けていない。 

機会があれば参加していく。地

域との繋がりを持ちたいと考えて

いる。 

㉚  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解を持ってい

る  

〇  

フィードバックや支援中に

話を聞く機会を作ってい

る。 

なかなかゆっくりお話しできない

保護者もいらっしゃるため、徹底

していきたい。 

㉛  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者

に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニ

ング等）の支援を行っている  

 〇 

・指導員で情報共有し、

保護者への声がけをして

交流・支援を行っている。 

・保護者からの相談支援

は随時受け付けて行って

いるが、ペアレント・トレー

ニング等は行っていない。 

保護者が集まる機会というもの

を設けるべきか検討中。地域性

にも寄るため、慎重に考えてい

る。 

保

護

者

㉜  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を

行っている  
〇  

契約時や変更があった時

など適宜行っている。 

分かりやすく、お伝え忘れ等の

ないように細心の注意を払って

いる部分。継続していく。 



 

  

へ

の

説

明

責

任

等 

㉝  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達

支援計画の同意を得ている  

〇 

 

どのような助言や支援が

できるか話し合い、支援を

行っている。 

モニタリング記録書もお見せし、

支援内容の説明をしてから同

意のご署名をいただいている。

丁寧な対応を継続していきた

い。 

㉞  

定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する

相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行ってい

る  

〇 

 

定期的なモニタリングでお

話を伺い、どのような助言

や支援ができるか話し合

い、支援を行っている。 

フィードバックの時間にも、必ず

お声がけをし、保護者との関係

作りをより強化したい。 

㉟  

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開

催する等により、保護者同士の連携を支援してい

る  

 〇 
現在このような機会を設

けて行きたい。 

保護者が集まる機会というもの

を設けるべきか検討中。地域

性にも寄るため、慎重に考えて

いる。 

㊱  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周

知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切

に対応している  

〇  

相談については迅速に対

応している。 

すぐに職員間で共有し、適切な

対応を取れるよう相談してい

る。今後も徹底したい。 

㊲  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対し

て発信している  

〇  

LINE 等を通して行事予

定等の情報を発信してい

る。 

SNS や LINE での発信は継続

して行っていく。また、連絡体制

についても今後どう発信していく

か検討し改善したい。 

㊳  個人情報の取扱いに十分注意している  〇  

鍵付きのロッカーに保管し

ている。 

開け閉めについても気をつけて

いるが、気を引き締めて継続し

ていく。 

㊴  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報

伝達のための配慮をしている  
〇  

可能な限り個々に対応

を行っている。 

LINE によるフィードバックなども

行っている。今後も継続してい

きたい。 

㊵  
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開

かれた事業運営を図っている  
 〇 

事業所の存在が地域に

根付くようにとは思って動

いているが、招待すると言

った交流は行っていない。 

保護者のご希望を伺い、ご希

望が高ければ実施していきた

い。 

非

常

時

等

の

対

応 

㊶  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症

対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知

するとともに、発生を想定した訓練を実施している  

〇  

各マニュアルを策定し、職

員や保護者が見える所

に貼り周知している。 

周知はしているが認知に至って

いないことが分かったため方法を

見直し、改善したい。 

㊷  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ

の他必要な訓練を行っている  

〇 
 月に一度避難訓練を実

施している。 

お子様にも参加していただく機

会を増やしていきたい。 

㊸  
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこど

もの状況を確認している  
〇  

保護者からお話があった

際に確認を行い、共有を

行っている。 

お子様の状況について、確認

不足を感じることもあるため改

善したい。 

㊹  
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示

書に基づく対応がされている  
 〇 

食品の提供はない。 イベントなどでも食品の利用は

一切ない。今後も継続してい

く。 



 

  

㊺  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して

いる  
〇  

共有し、再発防止の話し

合いをしている。 

起きるたびに教室環境を改善

するようにもしている。 

㊻  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている  
〇  

年に一度必ず虐待防止

研修を行っている。 

お互いの支援を見直しながら、

決してこのようなことがないように

意識している。 

㊼  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ

いて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に

十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計

画に記載している  

〇  
現在必要な利用者はい

ない。 

身体拘束についても研修を受

け、対応を決定している。支援

計画への明確な記載も継続し

て行っていく。 

 

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   



 

  

 

 

 

公表：2024 年 2 月 15 日    

  

事業所名： こどもサポート教室「きらり」新河岸校         保護者等数（児童数）： 13  回収数： 13    割合：100％  

 

  
チェック項目  はい 

どちらとも 

いえない いいえ わからない ご意見  ご意見を踏まえた対応  

環

境 

・ 

体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か            
8 5    

活動によっては狭いと感じ

られるかもしれません。お

子様が活動しやすい工夫

をしていきます。 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか     10 2 1  

会話の内容が大人

レベルであったり声の

トーンが強い時があ

った。 

職員間で情報共有し、お

子様に合った話し方を心

掛けていきます。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか                  

7 6   

スペースの構造化、

視覚支援で見通し

を持たせる、支援の

終了事前予告（5

分前など）がない。 

多機能型という性格から

お子様のスムーズな入れ

替えに難しい場面もありま

すが、パーテーションの組み

方などで構造化を検討し

ます。また、視覚や声がけ

による見通しを立てるサポ

ートは今後支援に入れて

いきます。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか        

12 1    

古かったり落書きがあったり

するパーツもありますので、

改善していきます。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑤  

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか  11 2    

ニーズの分析を職員で行

い、適切な計画が作成で

きるよう改善します。 

⑥  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達

支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか  

10 2  1  

ガイドラインに照らし、適切

かつ具体的であるよう、内

容の確認を徹底していき

ます。 

⑦  児童発達支援計画に沿った支援が行われているか  12 1    

毎回の立案で計画を確

認し、内容の検証をしてい

きます。 

⑧  
活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か  
10 3    

スモールステップで内容を

上げて行けるよう職員で

情報共有を徹底します。 

児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 



 

  

⑨  

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか  3 3 5 2  

現在は行っていませんが、

ご希望があるかをまず伺い

あれば実施に動きます。 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか  
13     

分かりやすく説明不足のな

いよう今後も行っていきま

す。 

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか  

13     

今後も、モニタリング記録

書と合わせて必ずお時間

をいただき確認をしていた

だきます。 

⑫  
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト

レーニング等）が行われているか  
4 6 1 2  

現在相談支援のみになっ

ています。今後ご希望があ

るかをお伺いしあれば実施

に動いていきます。 

 

⑬  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

12 1    

保護者の方によってはお

話しするお時間が少ない

場合もあります。どの保護

者とも平等にお話しできる

よう時間を設けます。 

⑭  
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか  
9 3  1  

保護者の方発信でしてい

る状況です。こちらから積

極的にお声がけしていきま

す。 

⑮  

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

2 4 4 3  

保護者同士の連携のご

希望があるか、まずは伺

い、あれば動いて行きま

す。 

⑯  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制が整備されているとともに、子どもや保護

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されているか  

10 2  1  

体制整備ができていないこ

とが課題です。早急に整え

ていきます。 

⑰  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
10 2  1  

LINE によってフィードアック

を行うなどは対応していま

すが、配慮不足がないか

職員で検証します。 

⑱  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信されて

いるか  

9 3  1  

定期的ではなく、必要があ

れば、に留まっています。ま

た連絡体制などの広報が

不足しているため強化して

いきます。 

⑲  個人情報の取扱いに十分注意されているか  10 1  2  

十分であることを心がけ、

ご心配をおかけすることの

ないよう徹底します。 



 

  

非

常

時

等

の

対

応 

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いるか  

7 4  2  

マニュアルはあるが周知不

足があり、また、お子様も

一緒の訓練は実施してい

ない。来年度は実施して

いきたいです。 

㉑  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
2 5 2 4  

職員では行っていますが、

お子様も一緒に訓練はし

ていません。来年度は実

施するよう計画を立てま

す。 

満

足

度 

㉒  子どもは通所を楽しみにしているか  13    
毎回楽しかったと本

人が言っている。 

今後も継続してお通いた

だけるように努力していき

ます。 

㉓  事業所の支援に満足しているか  11 2    

保護者の方にもご満足い

ただけるように支援をして

いきます。 

  

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


